[Review] The Study and Document of "Copus of Productions in Early Meiji Era" by 角山 幸洋 & Tsunoyama Yukihiro
[書評] 『府県物産志』(影印と研究)
著者 角山 幸洋
雑誌名 關西大學經済論集
巻 48
号 1
ページ 71-78
発行年 1998-06-15
その他のタイトル [Review] The Study and Document of "Copus of
Productions in Early Meiji Era"
URL http://hdl.handle.net/10112/13659
71 
書評
『府県物産志』［影印と研究］
?
山
? ?
この写本の内容は，明治六（一八七三）年にウイ
ーン万国博覧会に日本も参同するために博覧会の
出品物と博物館の展示物を各府県から出品させた
が，日本での『出品目録』から，京都の本草学者
である山本正夫・章夫の兄弟が，自分の選択に基
づいて『府県物産志』を写本とし作成したものを
影印したものである。そこには本草学者の立場で
の集成であり，従来の各地で作成されていた物産
志と，名称においては何ら変わりはないが，内容
においては独自の編集意図がうかがわれるのであ
る。
後藤捷ーによると，この写本について，
「474『府県物産志』明治7年 (1874)6月写本
縦25.5cm 横17.8cm
これを鉱植動製の四門に分類して同府県
別にしたもの。最初章夫の兄が当たり，途中病歿
したので章夫が完結したもので，七巻七冊より成
り，当時の物産を知るにはこれ以上のものは見当
たらない（後略）」
と紹介している。ただこの写本についての成立の
経緯は，この文献総覧では明らかにしていないが，
詳細は以下の検討で明らかにされるであろう 1)0
『府県物産志」の名称は，この当時，博物学者
により独自の調査されていた各地の物産を調査し
ているわけで，彼らにより物産（あるいは産物と
もいう）の語彙が盛んに使われ，編纂されている。
ただウイーン万国博覧会の出品と博物館の展示物
品を収集するに際し参考にされた『諸国物産大略』
の所在が明らかではない。このとき活躍したとさ
れる田中芳男は大学南校物産局に所属していた。
（文久二年）「昨年三月に漸く物産所を立て、伊藤
圭介先生などが命ぜられて出ました」とあり，こ
の設置場所は，九段坂上の薬草園の側に，また近
くに機械所，科学所が置かれていた丸
ところが明治四（一八七ー）年七月に大学が廃
止になり，文部省に転じて文部官僚として活躍す
るが，ウイーン万国博覧会の参同が決まり，ー級
事務官文部六等出仕として出品取調兼審査官の資
格で，職務分担としては第二部ほかの出品陳列を
担当することになる。この職務分担は派遣人員に
より割当されたもので，以前から特別の展示技術
を持ち合わせていたとはいえない。もつとも閉会
のとき賞状及賞牌及頒与者として本草学で有効賞
牌を拝受しているのは，原本をみる機会はないが
津田仙とともに澳国博覧会の『菜園館附属天套内
植物出品目録』を作成したことによるのであろう。
これは彼の学問的成果が，このとき認められた唯
ーの博物学者としての功績によるものである丸
1)後藤捷ー『日本染織文献総覧」染織と生活社 昭和五五年四月二五日 二〇八～九ページ。
2)田中芳男「田中芳男君の学歴と産業上の啓導」『大日本農会報』第三八九～三九四号大正二～三年大
日本農会
日本山林会編『田中芳男君七六展覧会記念誌』日本山林会 大正二年ーニ月一日
3)『明治史料顕要職務補任録』 1~3(日本史籍協会叢書）第五期 東京大学出版会 昭和三五年九月二
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これらの記録された部分が表面に現れる彼の業
績であるが，ウイーン万国博覧会報告書には何ら
執筆していないのである。つまり帰国後，専門家
で活躍する学者であるが，以前に博覧会に参同し
た経験があり，一七オの年齢差のある副総裁佐野
常民の上司に全権を一任していたのである％
そのため澳国万国博覧会の報告書は，副総裁佐
野常民の統一した形式で構成され，それぞれの序
文には佐野常民が執筆し，また重要な部分につい
ては，佐野常民自身が書いており，田中芳男は何
ら執筆していないのである。田中芳男が執筆する
のは，明治八（一八七五）年の翻訳書からで，こ
の報告書には，何ら関係しておらず，実質的には，
植物採集に関連しているだけである丸
たしかに伊藤圭介の高弟として田中芳男は，偉
大な博物学者であり，また後のことではあるが，
著作物も多く，名古屋の博物学者伊藤圭介に師事
していたことから伊勢の神宮徴古館農業館の設立
に努力を惜しまなかった。また長野県飯田の出身
であるため，郷土出身者として顕彰のため，多く
三日
の著作物が残されているが，ウイーン万国博関係
文献を彼の著作物にはしていない6)。
これに関係する文献は国立国会図書館だけの調
査でも，近畿各地のものに，つぎのような文献を
みることができる。これらは「府県物産志』でも
参考に解説しておいたが，近畿以外の地域のもの
としては，博物学者らが各地を歩き調査した結果，
冊子として残されているが，大阪関係のものに，
つぎのものがある”。
丹波修治『諸国物産録』五畿内之部手稿本四
五丁執筆時期不明（国立国会図書館伊藤文庫）
またこれ以外にも多くの文献が印刷刊行されず
に残されている。その表題とするところは，産物，
あるいは物産となっていて，この表題はいずれも
同じ内容をもち，多くは博物学者の手により調査，
執筆されたもので，そこには実地調査を行い，物
産を調べ，またときには漢方薬の材料が，自生し
ていないかを捜し求めることにあった8)。
これらの調査研究は中国からの影響とみられ，
書物を媒介に分類法が導入され，影響を受けた。
大塚武松編『百官履歴』上 日本史籍協会昭和二年
田中芳男•平山威信編「澳国博覧会参同記要』森山春薙 明治三0年八月七日［『明治前期産業発達史
資料』第八集(2) 明治文献昭和三九年ー0月二五日に収む］
4)井上善博「明治の博覧会と水産誌編纂事業」『明治時代の水産絵図一明治の博覧会へ出品された水産業
の絵図』大田区郷土博物館平成七年六月四日 ー〇八ページ。
5)『澳国博覧会報告書』三五冊博覧会事務局明治八年八月序
議院部・礼法部・博物館部・農業部・道路部・山林部・蚕業部・教育部・兵制部・博覧会部・鉄路部・
貿易部・風俗部・制度部・教法部・国勢学部・国勢部・工業伝播報告書・航海造船報告書・澳国博覧会
布告文などの項目が報告されている。このうち副総裁佐野常民が，執筆しているのは，各項目の序文の
ほか，自己の調査した項目で，大部の報告書で構成されている。
6)『殖産興業と万国博覧会一明治期における長野県と世界の交流』平成9年度夏季企画展図録長野県立
歴史館平成九年七月
ここではウイーン万国博覧会の成果を郷土出身の田中芳男の業績とみており，佐野常民の名はみられ
ないのは，佐賀県の出身のためであろうか。
7)国立国会固書館には，これ以外に物産（産物）を調査したものがあり，またウイーン万国博覧会参同
を機会に，植物調査をしたものを註12) に掲げておく。
8)鎌井松石『三重県管内物産取調』（地誌摘要材料編）明治六年四月五日 三重県編［『三重県史』資料
編自然三重県平成八年三月三0日に収む］
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李時珍『本草綱目』 (1578)五二巻が，わが国に
もたられ，近世の本草学者の多くの影響を与える
ことになる。これらの地道な努力をわが国の現地
調査により，書き残そうとしたことにあった。明
治になり初めて西洋文化に直面したとき，それに
対応できる調査体制は整っていた。その体系は，
西洋の体系とは異なっていたけれども，なんとか
摂取しようとする素地が，民族学的に確立されて
いるか，あるいは西洋文化の圧力に対し，何とか
して受容しようと，日本全体が受け入れに努力を
注ぐことあった。その編集態度は，本草学を基礎
にし，それに自己の意見を取りいれ，近隣の本草
学者と意見交換をしているが，京都と江戸ではそ
れぞれの伝統に相違がみられた。
明治初期に行政上，多くの区画が変更されたに
もかかわらず，従来の石高を示し，行政区分は旧
区分の諸国別に分類され，畿内・七道の順序を踏
襲することが多いので，内容に例の府県別•項目
別にあまり知られることのない文献を挙げておく
ことにする。おそらくは日本の物産，産物を集計
するべく使命感にとらわれていたのであろう。こ
の細目は明治八年に発行したものであるが10)'
［河内］石類・金剛砂・五穀・楊梅・葡萄・柿・
桃（熟スルトキハ種マテ紅ヲ帯フ）蓮根・姻卿・
干瓢・茶・油麻・和薬類・香ノ物・河内木綿（白
地及ビ縞モアリ）繰綿・油・炭・団扇・田鳥子
［和泉］石・血沼ノ黒鯛・姻卿・小豆・茶・油
麻・瓦・打物・唐鏡・鉄砲・木綿・綿・漆器・
紙・線香・砂糖・酢・豆油・酒・真田打紐
［摂津］銀・銅・御影石•石炭・干鰻・尼崎鳥
貝・校魚児（須磨ノ浦二多シ）植木類・薄雪昆
布・胡羅萄・西瓜・天王寺蕪苛・掠橋菜ロ・干
瓢・素麺・茎藍・製寒天・梅干・池田炭・深江
笠・傘・鶏子紙・服部頁•藤筵・檜席・一貫張・
晒蠍・煉化石・瓦・酢・麦酒・伊丹酒・焼酎・
木綿・真田織・坂上繰綿・有馬筆
とあるが，この分類方法は，本草学者本来の方式
ではない。これらの業績は，わが国の本草学者の
方式によるもので，それぞれ在地の学者が，博物
学者との学識を認められて，藩，あるいは県から
の指示を受け，ときには個人の資格で各地を巡回
して情報を集め，ときには同学者との意見交換に
より集成へ近づけていったのである。このような
資源の探索としての地道な学問の成果が，為政者
に公認され，国益として経済政策の計画に役立つ
基盤となるのである。このような学問的基礎が，
明治以後の経済政策を実施するに際して，史料と
して役に立ったのであろう。『東京国立博物館百年
史』資料篇には，「全国各府県ごとの物産目録（五
畿八道産物記）を中央で作成し，府県に対し目録
記載の特産物を二品ずつ提供させた」とある。た
だ本文に『諸国物産大略』とあるのは，なにかの
正院地誌課は，澳国万国博覧会に出品のため『日本地誌摘要』を作成しているが，三重県については
実地調査により訂正を要するため本書を表したとしている。ここでは鉱物・動物・植物・製造物に区分
しているが，品目は『府県物産志』の内容と対比検討されるべきであろう。
9)楊直民「中日本草博物学の発展と交流」『科学技術』日中文化交流史叢書8 大修館書店 一九九八年
三月ー0日
大場秀章『江戸の植物学』東京大学出版会 一九九七年ー0月二二日
10) 猪飼太極•河野通満編『皇国物産概略』松本書騨 明治八年三月
ここでは大阪に関係する河内・和泉・摂津の部分のみを掲げることにする。なお明治六～八年に発行
された産物・物産を扱った文献を掲げるならば，つぎのような文献が残されている。
柾木正太郎『皇国産物往来』上下書陣文英堂 明治六年九月
生駒耕雲編『皇国産物略』弘通書陣 明治六年八月
駒井義鎮編『皇国物産表』永井学造蔵 明治八年四月
『東京国立博物館百年史』資料編東京国立博物館第一法規昭和四八年四月三0日ー六四ページ。
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誤りではないだろうか。
ただ三重県では，藩内の物産調査の伝統があり，
博物学者が博覧会の下見調査に参加している。こ
のような事例は，各地で見られたのであろうが，
現在まで事実を確認をしていない。
それには山本秀夫・章夫のほか山本一家（京都），
堀田龍之助（大阪），木村兼蔑堂（大阪），伊東圭介
（名古屋），畔田翠山（和歌山），鎌井松石•岡田
正堅（三重県）などの尊名があげられ，それぞれ
各地の学者が博物学を担当していたのであるが，
それらの全面的協力が要請されたのである11)。
たとえば丹波修治（三重県朝明郡川北村）は，
澳国万国博覧会に際して，太政官から「物産取調
御用」を命じられて上京し博覧会事務局に出仕，
また鎌井松石（三重県三重郡山田村），岡田正堅（員
弁郡新町村）は，県庁から「諸物品取集御用取扱」
を命ぜられ，すでに調査期間が完了しており，ま
た物品の提出が六月末日であるにかかわらず，九
月になってようやく現地調査を終え，提出するこ
となく記録だけを残している。その内容は植物の
生育調査ではあるが，現地の博物学者に依頼され
ず，いままでの調査結果を確認している12)。
これらの資料は纏められたもの，あるいは未完
成のまま，各地に資料として残されているものが
あり，博覧会事務局はのち書籍館に引継られてい
くので現在の国立国会図書館に所蔵され，あるい
は個人の所蔵に残されているのである。このよう
な基礎的資料の調査がなければ，到底，全国的調
査は完成しなかったのであろう。『諸国物産大略』
にあったと推定されるが，その大成された文献は，
現在何処に保存されているのか不明である。
わが国の博物館の建設には，このような物的人
的成果が基礎に存在したのであり，そのような成
果の上に成り立っている。
たとえば彼らは，博物館を建設したときには，
鉱物・植物・動物・製造物に分類したのである。
11)経歴・業績には，多くの文献があるが，ここでは主な人物を掲げることにする。
杉本勲『伊藤圭介』吉川弘文館一九六0年五月二0日
名古屋市東山植物園編『伊藤圭介記念室蔵書・蔵品目録』名古屋市東山植物園 一九九二年
松田清・遠藤正治編「『山本氏読書室蔵書目録』と岩瀬文庫の山本読書室本」実学研究会編『実学史研
究』 X 恩文閣出版一九九四年八月二0日
上田穣編『幕末本草家交信録一畔田翠山・山本沈三郎文書』清文堂史料叢書第76刊 清文堂一九九
六年二月二九日
12)『澳国博覧会物品点検録』（写本）一冊 国立国会図書館蔵
「（跛文）
西暦千八百七十二年
澳維也利博覧会 因テ海内物品点検ノ命令ヲ蒙リ三重県下ノ実地ヲ踏ミ毎々深山渓谷人跡稀ナル地ヲ
探リ異物ヲ索ント欲ス（中略）
明治五年壬申年首秋上旬
鎌井松石寿謹誌
『三重県史』別編自然三重県平成八年三月三0日
とくに「澳国万国博覧会出品物調」の項目により，この『三重県史』からウイーン万国博覧会に関係
するものを挙げておくが，博覧会出品の機会に現地調査したものが残されている。
［鎌井松石］
『鎌井氏勢州有機無機品物録（原本題名）』一八七二年稿 （国立国会図書館蔵）
［岡田正堅］
『伊勢国員弁郡治田所産草木』一八七二年稿丹波氏博物叢書6「右者今般澳国博覧会御用二付実地
検査仕候処相違無御座候以上明治五壬申年六月 岡田正堅」
?
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欧州からの近代的分類方法をとりいれるまでの分
類は，つぎのようであった。
内容は当時の本草学の体系に従って記述したの
であり，ウイーン万国博覧会事務局からの要求さ
れた『展示目録』の項目に従って編集したのでは
ない。そのためオーストリアからもたらされた『出
品目録』とわが国の提出した目録との間に差違が
あるのは当然のことであるが，わが国の博物学分
類をもって構成されたことである。この分類は，
動物・植物・鉱物・製造物
に大きく編成し直しているが，単なる組み替えと
みるべきではない。そこには博物館への展示品と
の共用であり，天産物と製造物（人造物）に分け
ることにしたのである。
これは東洋的思想による分類によるもので，博
覧会参同以後には博覧会分類が適用されることに
なり，西洋的思想による分類法の相違を取り入れ
たが，それをどのように消化したかを検討すべき
であるが博物館の成立をみる一視点でもあろう。
たしかに山本兄弟によるこの分類は，東洋の学
問体系によるものであり，結果的に輸出を目指し
た写本となり，その意向は集計された紙面に表現
されている。
博物局掛が作成した「博物局・博物館・博物園・
書籍館建設之事」は，明治五年四月に提出した文
書であるが，そのなかに，「博物学之所務」には前
文として，「動物，植物，鉱物，三科之学ヲ研究シ
テ其品物ヲ陳列シ人一見シテ其知識ヲ拡充スルノ
益アラシメ（後略）」とあり，
〇天造物
〇植物門
第一博物園二培養スルノ品
第二博物館二陳列スルノ品
0動物門
第一博物園二培養スルノ品
第二博物館二陳列スルノ品
〇鉱物門
第一火石質類
第二粘蔵土質
第三鉱土質類
第四塩類
第五燃質類
第六酸化鉱類
第七鉱類
第八混合鉱類
0化石門
0人造物
に分類することを提案しているが，その分類の学
問的基礎は，従来の博物学者の経験と学問的智識
により生み出されたものと推定され，現在風にい
うならば，すべての部門を合わせた総合博物館を
予定した計画であった13)0
ただいえることは，博覧会留守人員に京都から
派遣された山本秀夫・章夫が留守番役として東京
に残り，佐野常民・田中芳男の両氏はウイーンに
出かけていたのである。そこには人手不足もある
が，東西の学問の相違が，この写本に現れている
のではないか14)0
明治前期の経済政策は，第一次産業に属する自
然物，およびその加工のみに限定されるのであり，
純粋の製造物は，この時点では，まだ生み出され
ていないので技術，あるは工業的産物はみられな
いので，工業という言葉はみられない。
なおこの（明治五年）『展示目録』は『公文録』
に収められてあるが，残念なことに，その公文録
の部分が紛失され欠失しているのである。そのた
13)文部省博物局『文部省博物局・博覧会事務局記録』二冊 文部省博物局（国立国会図書館蔵） 明治
五～八年
14)「第四澳国博覧会事務局留守人員表」『澳国博覧会参同記要』森山春薙 明治三0年八月七日
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め国立博物館所蔵の『展示目録』を掲げる必要が
あるであろう 15)0
適切でない東京での勤務には困難があった。往路
には外国郵船を使って上京し，またあるときは人
力車によって東海道を下るなど，現在のように交
通機関が発達していない明治初期では困難を極め
たが，このような勤務に身体が丈夫でない山本章
夫にとって苦痛であった。
ウイーン万国博覧会の『出品目録』から『府県
物産志』へ写本にすることを，だれが指示したか
については，現在のところ不明であるが，京都在
住の本草学者の家柄である高名な山本亡羊の子息
で，読書室，薬園を邸内におき，師弟に博物学を
講義していたが，京都府の推薦により，中央の博
覧会事務局に雇用され十等出仕することになった
のであり，経歴をかわれて東京まで出かけている
のである。そのことからすると秀夫の独自の集成
も考えられ，物産の題名と集計方法に，新しい時
代の見解がみられるのである 16)0
ウイーン万国博覧会への出品物の取り調べは，
大阪では明治五年七月二五日から二九日までに調
査を終えている。これらは，つぎの読書室年表で
明らかであるが，東京へ発送する荷物は，六月三
十日が締切であるので，この時まで留め置かれ検
品していたことがわかる。これら主として明治五
年の行動は，次の年表を参考にされたい17)0
ただ京都に在住していること，あまり官界には
［表］読書室年表（関係部分のみ抽出）
年月日 事 項
明治5年2月日
明治5年3月24日
明治5年 3月19日
明治5年4月10日
明治5年4月12日
明治5年4月14日
明治5年4月15日
明治5年4月16日
明治5年4月26日
明治5年5月2日
明治5年7月25日
明治5年7月28日
明治5年7月29日
明治6年 1月
明治6年1月
明治6年
章夫，京都府より博覧会出仕を命じられる（『京都府誌』『年表』）
当分出仕を免ぜられ，改めて博覧会出仕を命じられる。御用中の月給四〇
円（『年表』）
章夫，京都府に於て博覧会事務局十等出仕の拝命書を受ける（『年表』）
章夫，府命を以て伊達弥助，長島九郎兵衛，加藤幹山と東京に赴く。倶に
将に発たんとす（『年表』）
章夫，神部（戸）オルニアン船にて東京に赴く（『年表』）
東京着，上陸して帰読軒に宿る（『年表」）
章夫，博覧会事務局に至り町田（久成）文部大丞山高信離等に謁する（『年
表』）
陶織ニエを率い横浜に赴き山尾（庸三），佐野（常民）等に謁する（『年表』）
人娩車に駕し東海道を京都に至る（『年表』）
（東京より）京都に至る（『年表』）
章夫，下阪する（『年表』）「実地試験閲歴として右事務局御雇山本藤十郎・
田中権之助両人出張管内巡回取調」（『大阪府布令集』明治五年三月二日）
章夫，西大区会議所に至り澳国へ輸する所の物品を検する（『年表』）
大阪より京都に還る（『年表』）
『教草』第14「青花紙一覧」山本章夫撰・溝口月耕画
『教草』第20「白柿一覧」山本章夫撰・溝口月耕画
『教草』第21「畳表一覧」山本秀夫述・溝口月耕画
『教草』第23「製紙一覧」山本秀夫遺稿・山本正夫増補（明治9年10月）
服部雪斎図画・田中芳男校閲
15)『澳国博覧会出品目録』明治五年 （東京国立博物館蔵）
16)遠藤正雄編『読書室の200年史 (1786天明6年~1980昭和55年）』山本読書室 一九八一年一月一日
17)明治以前の読書室の会合については．つぎの文献を参照されたい。ただ明治以後の分は，資料不足で
完全な集計ではない。
遠藤正雄「読書室物産会について」『実学史研究』 I 恩文閣出版 昭和六0年ー一月一日
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明治6年7月19日
明治6年12月18日
明治7年3月3日
明治7年6月
「府県物産志』［影印と研究］（角山）
山本秀夫逝去
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章夫，博覧会事務局に辞表を上書する（『年表』）
章夫，宮中の博覧会を拝見する（『年表』）
明治7年9月
章夫，『府県物産志Jの完成（『府県物産志』前文）
章夫，京都を発し東海道を人挽車に駕す（『年表』）
明治7年9月 東京着，適意斎司法省中に寓する（『年表』）正院出仕を依頼により免ぜら
れる（「年表』）
東京を発する（『年表』）明治7年9月8日
明治7年9月14日
明治8年5月9日
明治8年
西京油小路北庫に着する（『年表』）
章夫，博覧会品評者を命ぜられる（『年表』）
第4回京都博覧会開設・品評方本草家 山本章夫（『京都博覧会』『京都博
覧会沿革誌』）
明治9年
明治14~18年
明治29年9月26日
明治29年11月29日
明治31年12月4日
第5回京都博覧会開設・品評方本草家甲ノ部 山本章夫
第10回京都博覧会開設・品評人（委員）部長 山本章夫
第8回京都博物会・於頂妙寺 山本章夫，復ー，黙夫
第9回京都博物会・於柳池尋常小学校付属邸 山本章夫，復ー
第17回京都博物会・於柳池尋常小学校付属邸 山本復ー，章夫，規矩三
博覧会の展示品収集についての指示は，布告文
から推測すると，つぎのような方法により，通知
を消化していった。
(1)布告文の配布（全国への通知）され，各府県は
この通知を受け，その対策を講ずる。
『ウイーン万国博覧会布告』（太政官布告第七号
明治五年正月一四日）
［四］出品物差出し方を府県へ通達（例文）
［五］府県よりの差出書（例文）
「五畿内八道産物記」（『東京国立博物館百年史』
資料編東京国立博物館一六四～五ページ）
(2)各府県から一般への通知。
『（澳国博覧会出品関係）太政官布告』堺県 明
治五年二月
『（澳国博覧会出品関係）太政官布告』京都府 明
治五年二月
(3)どのような手段により収集したか（『諸国物産大
略』によるが原本所在不明），
(4)博物局事務員の派遣（京阪では，博物学者の山
本藤十郎を派遣する）
明治五年四月に各府県へ調査に派遣される。こ
れは府県の実状により異なる。
各地の博物学者の協力を得られるように，府県
から指示される（現在，判明しているのは，京
都，三重だけである）
(5)これらは社寺調査，正倉院調査をも兼ね，町田
久成・蠅川式胤などが出張し，出品物を選定し
ている。
(6)在地の画家に工程図の作成を依頼するが全品目
ではない（『教草」「日本製品函説』の完成に連
なる）。
(7)二点を収集し，一点は博物館の展示品（あるい
は国内博覧会）とし，あとの一点はウイーン万
国博覧会への船積みすることになる
(8)購入した展示に不足した品物を買上げ（若井兼
三郎に依頼）となるであろう 18)0
18)「殖産興業と万国博覧会一明治期における長野県と世界の交流』平成9年度夏季企画展図録 長野県立
歴史館平成九年七月一九日
資料2ウイーン万博の展示品収集 54ペー ジ。
ここには長野県の展示品の収集過程を図解しているが，絵師の協力の存在について述べていないのは，
調査項目に適する絵師が得られなかったか，すでに他の地方でそれに適当な絵師による要求に答える準
備ができていたためであろう。
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ここに掲げている博産会の展示は，それまでの
物産会の分類方法を尊守し，本草学者の手により
実行されたものである。京都博覧会は非常に先進
的で，明治三六（一九〇六）年第三二回まで開催
され，その時代の社会傾向を先取りすることから
博覧会方式を専門別博覧会とする方法を踏襲する
ことにより順次，回を重ねた。そのため山本章夫
は，官のやり方に同意し審査委員になって活躍を
していたが，方向を転換したため，別に独自の博
物会の会合を開き，従来の主張を通すことにし
た19)。
そのためいままでの方式を踏襲しようとする山
本側と博覧会との調整がつかず，品評人部長を辞
任し，従来と同じ趣旨での博物会を独自で開催す
るようになる。その最後段階は，明治34年になり，
山本読書室の書籍は，岡崎市にある岩瀬文庫に移
管されることで一応の活動に，終焉を告げるが，
19)『京都博覧会』西尾吉兵衛明治ー0年序
現在でも読書室として活動している20)0 
このように写本を歴史的に位置づけることがで
きるのではないか。そこには「物産会から博覧会」
への展開に対応するため，本草学者が事務局に集
められ，また展示品調査でも地道な本草学者の手
による現地調査が，直接広く役立ち，開港以後に
於ける西欧からの要求に応じることができたので
ある。なお本書を刊行ののち，それぞれの執筆者
から貴重な書籍あるいは論文を拝受し，また参考
になる批判を頂戴したことを，記して感謝の言葉
に代えることにしたい。
『府県物産志』（影印と研究）上製本 A5版総
871ページ（研究92,資料779ページ）発行：関西
大学経済・政治研究所
なお本書の入手方法については，直接に発行所に
問い合わせられたい。
『京都博覧会沿革誌』三巻京都博覧会明治三六年
20)松田清・遠藤正治編「『山本氏読書室蔵書目録』と岩瀬文庫の山本読書室本」実学研究会編『実学史研
究』 X 恩文閣出版一九九四年八月二0日
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